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６ 市の概況  

（１）位置・地勢  

 本市は千葉県の北西部に位置し、都心から 25km 圏内にある水と緑の豊かな住宅文化都

市です。面積は 35.32km2 で、東は柏市、西は埼玉県三郷市と吉川市、南は松戸市、北は野

田市と接しており、西側に江戸川、北側に利根運河が流れ、下総台地の平坦な大地が大半

を占めています。 

 

（２）人口の推移 

  本市の人口は、2008 年（平成 20 年）度から 2017 年（平成 29 年）度までの 9 年間に

27,133 人（16.9％）増加しています。人口の推移は、表１-２に示すとおりです。 

表１-２ 人口の推移 

 

（３）人口の予測 

  本市の人口は、2017 年（平成 29 年）度から 2028 年（平成 40 年）度までの 11 年間に

17,850 人の増加を見込んでいます。人口の予測は、図１-６に示すとおりです。 

※予測値の出典：「次期総合計画における将来人口推計調査報告書」（平成 30 年 3 月、流山市） 

図１-６ 人口の予測 

（単位：人）

2008年度 (平成20年度) 160,119

2009年度 (平成21年度) 163,034 2,915 (1.8%)

2010年度 (平成22年度) 166,092 3,058 (1.9%)

2011年度 (平成23年度) 166,924 832 (0.5%)

2012年度 (平成24年度) 168,024 1,100 (0.7%)

2013年度 (平成25年度) 170,493 2,469 (1.5%)

2014年度 (平成26年度) 173,556 3,063 (1.8%)

2015年度 (平成27年度) 177,597 4,041 (2.3%)

2016年度 (平成28年度) 182,126 4,529 (2.6%)

2017年度 (平成29年度) 187,252 5,126 (2.8%)

※2011年（平成23年）度までの人口は、住民基本台帳人口＋外国人登録人口

※2012年（平成24年）度以降の人口は、住民基本台帳人口（外国人を含む）
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第２章 ごみ処理基本計画編 

 

１ ごみ処理の現状  

（１）ごみ処理施設  

本市のごみ処理施設の概要を表２-１、表２-２に示します。 

表２-１ 流山市ごみ処理施設の概要① 

施設名 流山市クリーンセンター 

所在地 流山市大字下花輪 191 番地 

供用開始 2004 年（平成 16 年）4 月 

ご
み
焼
却
施
設 

施設規模 69ｔ/24h×3 炉 計 207ｔ/日 

処理方式 ガス化溶融炉（流動床式） 

余熱利用 発電（最大 3,000kW）、給湯、冷暖房 

下花輪福祉会館（ほっとプラザ下花輪）に供給 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 

リサイクル館 ①  粗大ごみ処理系    ：8.2ｔ/日×1系列 

②  燃やさないごみ処理系 ：24.1ｔ/日×1系列 

③  ペットボトル処理系(1)：3.1ｔ/日×1系列 

④  ペットボトル処理系(2)：1.5ｔ/日×1系列 

⑤  プラスチック類処理系 ：20.2ｔ/日×1系列 

計 57.1ｔ/日 

プラザ館 展示コーナー、情報コーナー、研修室、工芸室、再生工房 

 

表２-２ 流山市ごみ処理施設の概要② 

施設名 流山市汚泥再生処理センター（森のまちエコセンター） 

所在地 流山市こうのす台 1594 番地 

供用開始 2010 年（平成 22 年）4 月 

処理対象 剪定枝 

施設規模 3t／日 

処理方式 堆肥化、チップ化 

※流山市汚泥再生処理センター（以下「森のまちエコセンター」といいます。）の生活排水処理に関する

機能については、第 3 章に記載しています。 

  



 

8 

（２）ごみ処理の実績 

ア ごみ分別区分と処理体系 

  本市のごみ分別区分は、表２-３に示すとおりです。家庭系ごみは、6 種分別収集を行

い、すべて民間委託により収集し、クリーンセンターに搬入しています。 

  また、2012 年（平成 24 年）度から、びん・缶類、新聞、段ボールなどの資源ごみは、

集団回収に一本化しています。 

  事業系ごみの自己搬入は、1 事業所当たりの搬入量に制限を設けています。 

  本市のごみ処理体系は、図２-１に示すとおりです。 

表２-３ ごみ分別区分 

 

［家庭系ごみ（行政回収）］

1

台所ごみ(生ごみなど)

木製品(木材など）

枝葉、草花

資源にならない紙くず(ちり紙等）

汚れた布類 2回/週 パッカー車 焼却ヤード

陶磁器製品

混成製品

革製品

ガラス製品

金属製品

ゴム製品

3 1回/週 パッカー車
プラスチック

ヤード

4 2回/月 パッカー車
ペットボトル

ヤード

5 2回/月
平ボディ

トラック

その他

ヤード

可燃粗大

ヤード

不燃粗大

ヤード

［集団回収］

収集方式

［事業系ごみ］

6

金属類 ナベ、ヤカン、物干し竿等

剪定枝・落葉及び草 －

粗大ごみ（不燃性） 200kg/日まで

粗大ごみ（可燃性） 200kg/日まで

燃やさないごみ 100kg/週まで

牛乳パック

びん・缶類

新聞、雑誌・雑紙

段ボール

分別区分 主な排出品目

飲料・食料用の空きびん

飲料・食料用の空き缶

新聞紙・折り込みチラシ、雑誌・雑紙

段ボール

分別区分
搬入制限

（1事業所当たり）

燃やすごみ 2,000kg/日まで

布類、毛布、タオル、毛糸類

ス

テ
ー

シ

ョ
ン

方

式

紙パック

布類

不燃物

ヤード
パッカー車

箱平ボディ

トラック

戸

別

収

集

有害危険ごみ

粗大ごみ

2回/月

ス

テ
ー

シ

ョ
ン

方

式

随時

（予約制）不燃系粗大

（マッサージ椅子、スプリングマットレス等）

乾電池、蛍光灯、水銀体温計

危険ごみ（使い切ったライター、刃物類等）

使い切ったスプレー缶

プラマークが付いているプラスチック製品

（卵パック、菓子・冷凍食品の袋、シャンプー・洗剤の容器など）

可燃系粗大

（布団類、木製建具類、木製家具類、敷物類等）

飲料又は調味料等の容器で、主としてポリエチレンテレフタレー

ト（PET)製のもの

容器包装プラス

チック類

ペットボトル

貯留場所収集方法収集頻度
収集

方式

2

燃やすごみ

燃やさないごみ

プラマークが付いていないプラスチック製品

（ポリバケツ、プラスチック製ケース、プランターなど）

小型家電（家電リサイクル法に該当しないもの）、アルミホイル

No. 分別区分 主な排出品目
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図２-１ ごみ処理体系 

  

－分別区分－ 　－資源化－ － 最終処分 －

　　資源化

 ・炉下鉄類

 ・溶融スラグ

燃やすごみ

（家庭・事業）

最終処分（埋立）

資源ごみ
（集団回収）

集団回収
資源化
（売却）

剪定枝

（家庭・事業）

資源化

（容リ協会等）

森のまち

エコセンター

燃やさないごみ

（家庭・事業）

容器包装

プラスチック類

（家庭）

ペットボトル

（家庭）

有害危険ごみ

（家庭）

粗大ごみ

（家庭・事業）

　　資源化

・バイオマス

　発電燃料

・堆肥化

・チップ化

　　資源化

　　・発電

　　・熱供給

　・溶融飛灰

　・溶融スラグ

　・炉下不燃物

－中間処理施設－

資源化

（売却）

リ

サ

イ

ク

ル

プ

ラ

ザ

・

リ

サ

イ

ク

ル

館

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
リ
サ
イ
ク
ル
館

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ

ﾌﾟﾗｻﾞ館

再生工房

・自転車

・家具

容器包装プラスチック類

鉄・アルミ

ペットボトル等

その他プラスチック類

ご
み
焼
却
施
設

焼却熱

資源化できない木くず
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イ ごみ発生量等の実績 

  本市のごみ発生量は、2013 年（平成 25 年）度から 2017 年（平成 29 年）度までの 4 年

間に 1,693ｔ増加しています。家庭系ごみ、事業系ごみは緩やかに増加していますが、

集団回収等は減少しています。 

  1 人 1 日当たりの発生量でみると、2013 年（平成 25 年）度と比較して、家庭系ごみ、

集団回収等は減少しており、事業系ごみは増加しましたが、全体で 56ｇの削減となりま

した。 

  ごみ発生量の実績は、表２-４、図２-２に示すとおりです。 

 

表２-４ ごみ発生量等の実績 

 

 

図２-２ ごみ発生量の実績  

人口 人 170,493 173,556 177,597 182,126 187,252

ごみ処理量 t/年 45,187 45,796 47,256 46,318 48,620

ごみ発生量 t/年 56,579 56,626 57,881 56,215 58,272

家庭系ごみ t/年 32,560 32,667 33,584 32,024 33,818

事業系ごみ t/年 12,628 13,129 13,673 14,294 14,802

集団回収等 t/年 11,392 10,830 10,625 9,897 9,652

1人1日当たりのごみ発生量 g/人・日 909 894 890 846 853

家庭系ごみ g/人・日 523 516 517 482 495

（容器包装プラスチック類、
ペットボトルを除く）

g/人・日 462 456 458 423 438

事業系ごみ g/人・日 203 207 210 215 217

集団回収等 g/人・日 183 171 163 149 141

焼却量 t/年 37,912 39,280 39,806 38,727 41,235

資源化量 t/年 14,310 13,327 13,789 13,267 13,008

最終処分量 t/年 9,426 9,544 9,474 8,599 8,275

資源化率 ％ 25.3 23.5 23.8 23.6 22.3

最終処分率 ％ 20.9 20.8 20.1 18.6 17.0

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計値が一致しない場合があります。
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32,560 32,667 33,584 32,024 33,818

12,628 13,129 13,673
14,294

14,802

11,392 10,830 10,625
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